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●司　会　　松本　和晃ＳＡＡ

●点　鐘　　牛山　裕子会長

●斉　唱　　「我らの生業」

　　　　　　　　　　　　　伊藤　佳子ソングリーダー

ゲストのご紹介　　　　　　　　　　　牛山　裕子会長

川崎RC会長　野中　　茂様

川崎RC幹事　横田　圭二様

御挨拶　　川崎RC会長　野中　茂様

川崎ＲＣ第６６代会長をさせていただきます野中です。

記念すべき牛山年度の第一例会にまいりたかったのです

が、今日一緒に参っておる横田幹事となかなか日程があ

わなく今になってしまったことをお詫び申し上げます。

今から３年前、市川ガバナー年度の時に当クラブにはチ

ャリティディナーパーティを企画していただき、大変な

苦労をしていただきました。

当時の鈴木会長、渡辺チャリティディナーパーティの委

員長本当にお世話になりました。

３年前に斉藤大会委員長並びに当時担当幹事で横田地区

副幹事とこちらにお邪魔しております。

縁というのは不思議なものでその当時のご縁が今日私が

会長でまた横田さんに幹事を引き受けていただきました。

これもロータリーのご縁かなと思っております。本年度

私共川崎ＲＣが青少年交換のホストクラブをつとめさせ

ていただくことになろました。フィンランドからエバタ

ラヨウテンセレナンドさんという１７歳の高校生の子が

来られます。今メールでやりとりをしていますが日本語

は全然できないということです。

８年前にお世話をしたフィンランドのカキアポレンサン

は来る前に日本語である程度やりとりしておりましたが

今回、全然できないということで、やがて日本語ができ

るようになったあかつきには再びお邪魔させていただき

たいと思っております。その節は宜しくお願いします。

今年１年、宜しくお願いします。貴重なお時間ありがと

うございました。

本日の卓話者のご紹介　　　　　　　　牛山　裕子会長

NPO法人こども未来塾理事長　青山　正彦様

来訪ロータリアンのご紹介　　中村　孝親睦活動委員長

横浜中RC　谷川　操一様

会長報告　　　　　　　　　　　　　　牛山　裕子会長

・パズルでロータリー　当選された方がいらっしゃいま

す。中村眞治会員
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・ＲＩ２５９０地区会長・幹事会の報告をいたします

7月21日18時～約3時間にわたり7クラブの会長幹事がク

ラブの情報交換・意見交換をしました。

当クラブはまず、ローターアクトを再立ち上げするとい

うことで他クラブにご協力をおねがいをしました。

・メイクアップの件、先週の例会で私がメイクアップコ

ンシェルジュになるので、１年間毎月メイクアップしま

しょうと提案をしました。

これはまだ理事会を通っておりませんので正式に申し上

げられることではないのですが、9月、今日お見えの谷

川さんのクラブ、横浜中ロータリークラブへ私共の髙濵

玲奈会員が卓話にお招きいただいております。テーマは

「おかみさん、平成場所」です。

９月１６日金曜日、12時30分です場所はホテルニューグ

ランドです。

皆様、髙濵さんを応援しながらメイクアップに行きたい

と思います。

細かいことはまた改めて出席委員会からご連絡申し上げ

ますので宜しくお願いします。

幹事報告　　　　　　　　　　　　　　水口　　衛幹事

・ロータリー手帳…確認をして訂正をお願いします

・ロータリー財団から財団補助金ハンドブック…メール

ボックスに配布

・社会福祉法人さくら福祉会　理事長より広報誌が届い

ています…回覧

・例会変更のお知らせ…回覧

・８月１０日暑気払い移動例会の出欠表…回覧、未記入

の方は記入下さい。

・事務局に横浜ベイロータリークラブから例会開催日の

変更の案内がきています。

　本年度９月より第２・４月曜日、月２回の例会に変更

されるということで案内が来ています。…回覧

・2016-17年度横浜東ローターアクトクラブから8月第１

例会の案内がきています。参加者は事務局に連絡をくだ

さい

日時：8月3日水曜日20時～　ホテルキャメロットジャパ

ン

メイクアップ

野澤　隆幸、林　　　鶴、水口　　衛、坂東　保則

各会員

スマイルレポート（ニコニコボックス）

　　　　　　　　　　　　　　　　　須山　文夫副会長

川崎RC　会長　野中　茂様、幹事　横田　圭二様

牛山会長、水口幹事　お世話になります。本日は表敬訪

問に参りました。よろしくお願いします。

横浜中RC　谷川操一様

横浜中RCより伺わせていただきました。地区米山奨学金

増進委員の谷川操一です。

地区では牛山委員長のご指導をいただいてます。

又今年度は牛山会長はじめ川崎大師RCの皆様の一年間の

活動が実り多きものとなる事を祈念申し上げます。

宮山　光男会員

①7月24日、仙台市の江陽グランドホテルにおいて姉妹

クラブの佐沼ロータリークラブの

鈴木彦太パスト会長にお会い致しました。御本人はとて

もお元気でした。

出席報告　　　　　　　　　　　石渡　利治出席委員長
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水口　　衛幹事

川崎RC、野中会長、横田幹事、ようこそ大師RCの例会へ。

又、先日の会長・幹事会おつかれ様でした。

牛山　裕子会長

川崎クラブ　野中会長、横田幹事様、ようこそお出まし

下さいました。

青山様、卓話をよろしくお願い致します。

横浜中RCの谷川様、今年度も地区米山奨学金増進委員会

でお助け下さいませ。

そして、皆様には私共の例会をお楽しみ下さいますよう。

本日のニコニコのテーマ

「青山様、本日の卓話宜しくお願い致します。」

横山　俊夫、野澤　隆幸、鈴木　幹久、坂東　保則

竹田　正和、鈴木　昇二、伊藤　佳子、布川二三夫

岩井　茂次、矢野　清久、猪狩　佳亮、髙濵　玲奈

寺尾　　巌、石渡　勝朗、永松慎太郎、竹中　裕彦

　　　　　　　　　　　　　合計　４４，０００円

委員会報告

親睦活動委員会　中村　　孝委員長

８月１０日　暑気払い移動例会　出欠の返事がまだの方

は速やかにご連絡下さい。

当日６時点鐘なので５時３０分に川崎より送迎バスが出

ております。

場所は、丸井の前あたりです。日航ホテルの手前になり

ます。ニュー桜苑というロゴの入ったバスが迎えに来て

いますので送迎希望の方は５時３０分にお集まり下さ

い。

エイジングプログラム委員会　野澤　隆幸委員長

　例会終了後、第１回エイジングプログラム委員会を開

催します。

　御出席をお願いします。

職業情報委員会　鈴木　幹久委員長

金澤委員長、牛山会長より要請がございましたので今年

３分間スピーチをお願いしようと思っております。

趣旨は、従来職業等について職業奉仕委員会、職業奉仕

に関連づけたいと思っております。

会員の皆様のご理解、協力関係促進をどうするかという

視点に立ってお話をいただくように考えております。

３分ですので手際よく皆さんの①職業の内容を知ること

と、②それから成功談もございますがむしろ失敗談を通

してそこから得た教訓をご披露いただき各人の皆さん、

会員の人となりを通して知るところも一つの考えではな

かろうかと思います。ロータリーではあまり仕事の話を

しないですが、当初ロータリーが始まった時は相互補助
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国際奉仕委員会　猪狩　佳亮委員長

国際奉仕委員会開催のお知らせです。来週8月3日水曜日

午前11時から理事会の裏の会議室で国際奉仕委員会を

開催致します。多数の方のご参加をお待ちしております。

姉妹クラブ委員会の磯田委員長も是非お待ちしておりま

す。

地区リーダーシップ研修会報告　中村　眞治会員

昨日26日ぴおシティ（桜木町駅前）で午後３時～５時ま

で２７７０地区の中村さんという講師の方をお招きして

の研修会がありました。

決められたテーマについて、みんなで意見を自由に出し

合って討議する際の手助け（司会・進行）をするリーダ

ーの研修。

ロータリーは人員も減っているところで今年度、ロータ

リーの啓蒙と同時にもう一度ロータリーを見つめ直そう

とい　うことで開催されました。

昨日配布された冊子、サマリーです。

先々規定審議会で変わっていくロータリーの姿、プログ

ラムなどは皆様と相談したく思っております。

今年度是非卓話をさせていただきたいと思っております。

卓話者紹介　横山　俊夫会員

青山　正彦様

昭和３１年生まれ

川崎生まれ、川崎育ちで今のお住まいは川崎区小田栄

勤務先は川崎区駅前本町に事務所を構えておられます。

略歴：

昭和５０年川崎市役所に入所

平成２３年４月～平成２５年３月　川崎市立富士見中学

校校長

平成２７年３月川崎市役所退職

ＮＰＯ法人こども未来塾　理事長

株式会社ユーフォリアファミリー　代表取締役

ＮＰＯ法人　小杉駅付近エリアマネジメント　理事

ＮＰＯ法人　ジェントルハートプロジェクト　理事・事

務局長

アレアファーレかわさき　事務局長

元川崎大師ＲＣメンバーであり、草野球同好会の中心的

メンバーでした。

本日は縁あってこの席に来ていただきましたが、

会員の増強も兼ねて内田プログラム委員長が声をかけて

くださいました。

いろいろなことをされていますが特に、青山さんが渡田

中学校でＰＴＡ会長をされている時、私は川崎区連合の

会長をしておりました。

そこで出会ったのがきっかけで子供を通じて今日まで私

もご一緒にいろんなことをさせていただいております。

今日はＮＰＯ法人こども未来塾　の理事長としてお話を

いただきます。

是非ご静聴宜しくお願いします。
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卓話

　　　　　NPO法人こども未来塾理事長　青山　正彦様

大変懐かしい場所です。

すっかりきれいになったという印象があるくらいの間が

開いております。

いくつか略歴をご紹介いただきましたが、一番最後にあ

ります、子供たちを通じて活動という中では、その団体

の代表は横山さんにこの１１年間担っていただいており

ますし、私もその事務局長として一緒に活動をしていた

だいた部分もあります。

今日、例会にお集まりの方の何人かは当時こちらに所属

していたときには大変お世話になり、真っ黒になりなが

ら野球をやった同じメンバーとして大変懐かしいです。

今日は立場が変わり３月に少しフライングぎみに会社を

辞め、自分のやりたいこと、やるべきことというミッシ

ョンを持って会社を立ち上げＮＰＯを立ち上げることに

なりました。

不思議なもので、退職すると別のところからいろいろお

声をかけていただき、こういう話をしていただけないか

と、役所の肩書きがとれたらとれたなりの形があったり

します。

手元に３枚ほどコンパクトにまとめて３０分のうちの中

で収まるようにいたします。

そうかといってもあまり展開しすぎてしまうと話が散ら

ばってしまいますので、私共が今子供の貧困対策に何を

やっているかということに入る前にやらなきゃいけない

ことというのはそう大して違いがないと思うのですが子

供たちがどういう環境で育っているのかということは以

外と知られていないと思います。

生活が苦しいのだというのは大人の方は手を上げたり発

言もしたりしますがなかなか子供たちが自分の身の上を

積極的に訴える、社会に訴えるとかというのは実態とし

てありません。

子供の貧困というのはなかなか見えにくい状況になって

いるのは現実です。

近頃では新聞、ニュースでこども食堂開設などを通して

子供たちの置かれている現状が少しずつ社会に出てきた

かなと思っております。

私共のＮＰＯ法人は子供たちの就学援助、居場所、学習

支援、子供食堂の運営などを全身をカバーできるような

活動につなげていければと思っています。

「子どもの貧困、負の連鎖が将来に繋がっていく　～今、

大人ができることは～」

・子供たちはどんな時代に生きているのかな？

皆様方が小さかった時とは大きく変わってきますし一番

最近では大人も子供も夢中になっている。ポケモンＧＯ

とかバーチャル的なもの、日常とバーチャルが融合した

ような大変優れた技術ですがそれが日常の生活で使われ

るときに少しずつ、うまくやっていかないと大きな摩擦

も起こしてしまうこともあります。

子供たちはどのような時代を生きているのか大きく分け

るとストレスをため込む子供たち、子供の研究者の中で

いわれています。

どういう形で現れているかというと①～⑤まで残念な数

字が並びます。

①不登校の児童生徒は、全国で12万3千人（文科省：

2015年8月）

②１５歳～３９歳のひきこもりは、７０万人（内閣府：

2010年7月）

③暴力行為　小中高校で5万4千件（文科省：2015年9

月）

④いじめ　小中高校での認知件数は、18万8千件（文科

省：2015年10月）

⑤自殺　小中高生は、１年間に３２９人（内閣府：2015

年10月）

①川崎では53校の中学校がありますが、2校分の生徒が

日常的に学校に行っていないというのが現実です。

これは10年前からほとんど変わっていません。

悠々クラブとかいろんな摘要指導教室が策を講じていま

すがそれでも数は減っていないので、実体的には増えて

いるというのが事実になります。

②ひきこもり

よくでる話です。

③暴力行為でここで心配なのは5万4千件の内訳です。

これは小学校が大変多いということと、一昔前に大人に

むかう暴力というのが生徒間同士に移っています。

この暴力行為の６割が生徒間のトラブル、教師に対する

部分というのは非常に少なくなっています。

１６％位です。小学校では７年間で３倍ということにな

っています。

④いじめに関しては18万ですがこれも小学校が１２万と

いう数です。圧倒的に小学校です。

このいじめは認知されたという形なので報告に上がった

数です。

報告を上げてない学校が約半数弱あります。

つまり自分の学校にはいじめがないという、認知してい

ないというところもありここはそういう問題も含まれて

います。
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⑤自殺に関しては小中高校生は３２９人ですが大学生、

専門学校生を合わせると８６０人という数になり、かな

り跳ね上がります。

１５歳～３９歳、学校を終えてから20代、30代の各年代

における死因の第1位は自殺になっています。2番目はち

なみに不慮の事故です。若者だからということもあるか

もしれませんが各年代ではそういう形になっています。

2番目にストレスフルな社会だということでこういう数

字が直接的も間接的も影響があるだろうなと考えられて

いる中です。

子供たちを取り巻く環境も大きく変わってきました。家

庭生活です。私にも子供がいて所帯持って孫がいます。

ですから今の親の批判というのはつまり私の子育ての批

判になるんですね。

自己批判をしなければいけない。小学校にあがる子供を

育てている若い夫婦は私たちの世代の子供です。

今の若い世代の批判は私の子育てをなければいけないの

ですが、なかなかここに向き合えないところがあると思

います。

私もたぶん街中で見たときに全部自分の教訓、反省につ

ながるかと、人間そううまくできていませんので、やは

り若い世代、若い人たちは・・・といわれているのは、

紀元前から始まっている話なので今に始まった問題では

ないです。

世代を超えてそういうものの社会作りが望ましいのだろ

うけれど、家庭環境からいくと二極化している現実があ

ります。

ネグレットと過干渉、どちらに対しても子供に影響が与

えられる。

子供が親の保護を求めるときに、保護しない。

自分が殻を脱皮して自分で決めていきたい、自分で考え

ていきたいといっても過度な干渉をしていく。

これはどちらにしても子供の成長にふさわしくないだろ

う。量的には過干渉の親が多いです。

役所を辞める前は子供支援室というところの室長をやっ

ていましたので０歳～１８歳までの子供の支援が主だっ

た部分です。私の感覚でも過干渉の親御さんが大変多い

なと、子供が少ないですから気持ちとしてはわかります。

子育てで失敗したくないという気持ちが強く働く結果と

して過干渉になってしまうのかなと思いますが、親も正

しい親で頑張ろうとして、結果的には子供を追い詰めて

しまっている。

そういう親御さんが何かあったときに必ず口にするのが

あなたのためだから・・・です。

子供はあなたのためだからが嘘というのは十分知ってい

ます。

あなたのためではないです。親のためです。すべて見通

していますが生活をすべて握られてしまっているため、

ある程度までは我慢します。我慢がきかなくなった時に

暴発します。

１０代でか２０代でか様々な形態があります。これは学

校における教員と生徒の信頼関係と同じです。

教員のいうことをきくというのは評定を握っているから

です。子供はこれを投げ捨てた時には先生のいうことを

きかなくなります。

学級が崩壊したり、学年が崩壊したりします。

子供は親でしろ、教員でしろ大人の二枚舌というのは承

知しています。

親の面子、教員の面子にうまくつきあってくれます。

限度を超えた時が問題です。

広がる格差ということで、この格差も貧困の加速と言わ

れます。

私も渡田中学校のPTA会長をやった時も感じましたし、

震災があったちょうど５年前に富士見中学校に赴任した

時にも川崎駅から競馬場まで、川崎の繁華街を抱えた子

供たちにとっては刺激的な場所なので、貧富の格差は昔

からあります。多国籍であり、多民族であるという二重

三重の多様性がある学校ですが、そこでもいやというほ

ど思い知らされました。

今、これほど生活保護世帯が多いのかと、これほど就学

援助、準保といわれ生活保護の一歩手前ですが、こうい

う世帯がこんなにも増えているんだなと、４月になると

申請用紙が来ます。私の校長室の机に山になりました。

７５０名の生徒がいたわけですが、選んで配れないんで

す。全員配布です。

該当すれば出してくださいという話なので相当な量が出

てきたことを記憶しています。

次の部分ですが、生活保護世帯、こういうところがどう

いう風に子供たちに影響するかと。

生活保護世帯で３１％、ひとり親世帯４１％、児童養護

施設の出身者で子供が大学の進学率２２％、全世帯では

７３％という数値になっているので、明らかに高校進学

から大学進学の時点でこういう格差がでてしまう。
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もちろん高校から大学進学がその後の社会生活や社会的

スコアの高いところにつくとは絶対的な保証ではないで

すが

職業選択の幅の広がりは明らかに違います。

ここまでが子供たちがどういう時代に生きているのか、

ストレスフルな社会だということが数字に出ています。

子供たちを取り巻く環境が、そういう環境である子たち、

子供たちはこういう時代を生きている。

ここを私たちが小さいときと比べていけばどのような違

いがあって子供たちが大変忙しくまた親の期待を一心不

乱に背負う、社会人になり一緒に世帯を持ちたいなと思

う人ができた時でも圧倒的に今の結婚は長男・長女の組

み合わせが多いです。

１人、２人という子供ですから男、女という風に産み分

けたとしても、両方とも長男長女ですから圧倒的に長男

長女の組み合わせがおおくなります。

これから世帯の構成や我々の子供や孫たちがどういう風

に家族を形成していくのかもう明らかに２０年３０年の

間にドラスティックに変わってきたのかなと思ってます。

そういう形に対応していかなければならない。高齢社会

が現実になりました。ある地域は５０％を超えている、

２０２４年というタイムリミットも近づく中、そういう

形で持続する社会を大きく変えて作り上げなければいけ

ないです。

この国の担い手である子供たちの環境があまりにも見過

ごされている状況です。

国はかなり声だかにものをいっていますが、実はGNPベ

ースに落とすと日本はそんなにお金をかけていない国で

す。

その結果、フランスやアメリカと違って合計特殊出生率、

つまり子供が増えていないという結果になっています。

これを高齢の社会になった時に子供が増えない、少子化

ということを高齢社会に家庭に責任を、介護が必要にな

ったものを家庭にと、２度目の大きな間違いを起こそう

としているのが我が国の現実だということです。

子ども食堂だけ取り上げましたが、なぜ今子ども食堂が

注目されているかということです。

衣食住ということでは食べ物ということはとても大切で

す。

今夏休みに入りましたので、ひとり親家庭でお母さんが

ダブルワークで働いていてお母さんが朝起きない。

子供が気をつかって朝ご飯はいりません、腹ぺこで学校

に行きます。唯一の栄養源は学校給食です。

中学校ももうじき始まります。家に帰るとキッチンに何

百円か置いてあります。

子供ですから栄養のことなど考えたりしません。やはり

お菓子とかコンビニのお弁当が中心になっていくと、か

なり体重が減少します。それは学校給食がないからなん

です。

命を繋ぐという意味では本当に、戦後間もない時期と見

間違うようにある一定の貧困率の子供たちの命を支えて

いるというのは学校給食であるといっても大げさな表現

ではないです。

こども食堂という部分ですが問題行動を起こす多くの子

供たちが空腹を抱えている。

空腹の原因というのは孤食だったり、家族で食べない、

いてもひとり親家庭でお父さんかお母さんどちらか、ほ

とんど子供が一人で食べています。おいしいね、これは

○○で買ったんだよとかそういう食べるときの会話はほ

とんどないです。

彼らの暮らしが壊れてしまっていると考えてもいいのか

な。

学校であったことも含め、子供たちが１日生活している、

夕飯を食べる時においしいとか楽しかったとか、こうい

う

悔しいことがあったとか、今日話を聞いてくれないし、

そういう生活ではやはり難しいだろうなと。

混ざり合って食べることの豊かさというのは子ども食堂

に来てくれる近所のおじさん、おばさんたちと一緒に年

の差はあるかもしれないですが手作りで作ってくれた、

作り手が見える関係で異年齢が混ざりあう関係で、声か

けしてもらい「うるさいな」と思いながらも、子供たち

が他人から心配されたというケースは初めてのケースで

す。

生まれたときから自分が見ているのは髪を振り乱して働

いている母親か入れ替わり立ち替わり、そのまま中学校

が終わり、つまり自分のことを心配してくれる普通のお

じさん、おばさんに会う機会もなければ声もかけてもら

える機会もない。

そういう環境で育っている子どもたちがたくさんいると

いうことも現実です。

１人ではないということを実感するということは暮らし

の中に風をいれていくことが、こども食堂の機能として

あります。

5番目、学校の中の居場所です。

子どもたちは義務教育年齢であれば大半を学校で過ごし

ます。学校に風を入れるというのは工夫が必要かもしれ

ません。

長い間新制中学校ができてから７０年近くたちますが基

本的に変わってないです。

ここを変えていかなければなりません。なぜ変えていか

ないといけないか？

根拠ですが、私たちが日頃生活している生活が変わった

からです。

学校が変わらなくていいという理由にはならないです。

私も子どもが小学生にあがった時、中学生になった時に

今でも覚えています。

学校って変わってないなというのを思います。基本的に

変わってないです。

多少変わったとしても３０何人机並べて、教員は机と机

の間を通って机間指導といいますが、調べ学習とかグル
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ープ学習とかいろいろなこと工夫はできてきましたが基

本的なスタイルはそこにあります。

さらに今の状況を子どもたちが暮らしてくる。

公立の学校がなぜあえて前向きにしなければいけないか

というと、川崎は学区は基本的に残っています。ですか

ら小学校に上がるとき、中学校に上がるとき区長名で入

学通知がきます。

学校を生徒は選べません。その地域の生活を全部、貧富

も子どもたちは背負って学校に行きます。

ですからその貧富の格差は激しいほど地域も荒れるし、

学校も荒れます。

この格差をなんとか縮めるということが地域を豊にして

いく。暮らしやすくしていく。

学校教育の、場を基本になるからです。

格差というのは子どもたちからするとやはりねたみや恨

みや、温床になってきます。

学校の中に子どもの居場所を作るということは大人がし

ていかなければいけないということです。

４番目、私たち大人に出来ることがありますが、これは

私たちが育ってきた中で忘れてしまうことなど思い出し

ながら自分の話をしっかりと聞いてくれる大人の存在を

身近に感じることが出来た時に初めて自分の問題に向き

合おうとすることが出来ます。

これは子どもだけでなく大人でも一緒です。

会社立ち上げ大変だと聞いてくれる、向き合うことによ

って、そういうことに向き合える。

子どもだったら、そういう論理構成はないですよね。で

も自分の問題に向き合おうとするとき、注意されたとき、

親から注意された、先生から注意されたときそういうも

のが安定しない。

腹も空かして寝不足でそういういろんな事の心配の中で、

自分の問題によく考えろと言われても、考えられない、

向き合えない。そのために子どもが壊れてしまっている

暮らしを立て直すことが必要だろうなと。

子どもの怒りの感情の理解、これは子どもにも分かって

いないところで起こっている怒りが何かなぜかとすると

自分は同級生と比べて不当とは思わない、でも納得いか

ない、自分の暮らしに同じ学校に行っているのだけどな

ぜ自分はご飯を３食食べられないのかなと、自分はなん

でこうなのかなと、そういうことに対して聞いてくれる

人もいない、心配してくれる人もいない、理解されない

共感されることもなく、放っておかれた子どもたちとい

うのはやはり、苦しいし、孤独だし、切ないし、恐れや

寂しさなどがあるときに怒りに変わっていきます。本来

怒りでない感情が怒りに変わっていくことがあります。

わけのわからない怒りというのが周りにはもっと分から

ないです。

なんで怒っているんだよというんですね。本人も怒りの

源が分かっていないために暴れてしまう。

なので、ますます悪循環に陥ります。子どもの怒りの感

情の理解というのはなんでこの子はそういうところに怒

りを持っているのかなと、解きほぐしてあげなければい

けない、

解きほぐすときには共感や傾聴や様々なプロセスを通じ

て源に触れていかなければならない。

これは非常に専門的なスキルが必要になってきますが私

たち一般の人間は大丈夫？とか、楽しかったねとか、共

感、悲しい思いをした子どもに「ああ、そうそれは悔し

かったよね。」共感してあげることとか、それで気持ち

分かってくれるんだと、そういう扉を開けさせるような

もの、子どもの試し行動で大人を試します。

口でこういうことを言っているんだけどこの校長は本当

に俺たちのこと心配しているのだろうか？

と試し行動をします。そういうリアクションをみながら、

なんだ違うんじゃない、校長としてのステイタスが必要

なんだろとか、大人としての見栄だろとかそういうこと

の試し行動に向き合う。

だいたいの大人がここで失敗は多いのです。後は私を見

て、気づいてというシグナルを出しています。

失敗して多くのものを学ぶ、失敗してこそ次への成功、

失敗せずに成功というのはありえません。

失敗を繰り返して、糧にしてという話もありました。

まさにその通りだと思います

成功例からは学ぶものは少ないと思います。

たくさん失敗し、すねに傷を持ち場合によっては背中に

十字架を背負って、それぐらいの傷だらけ、泥だらけに

なりながら学ぶものが大変多いかと思います。

安心して失敗できる環境を作ってあげる。

最近はこれも難しいですね。大人でもセーフティーネッ

トが切れちゃっていますから。

地べたにたたきつけられちゃうという部分があります。

どういうふうなものを家庭でも地域でも学校でも安心し

て失敗できる環境、大人がぴりぴりして余裕がないと、

子どもは敏感に感じますから成功するチャレンジはしな

いです。大人が言っているかけ声倒れになります。

子どもたちはさっき言ったようにうまくその辺はつきあ

います。親のかけ声とか教員のかけ声にうまくつきあい

ます。

本当のチャレンジとは思ってもいません。

加害者であっても被害者であることが圧倒的に多いとい

うことです。

今はこういう子なんだけれどもかつては逆に被害者だっ

たかもしれないケースがかなりあります。

暴力行為やいじめかなり多いです。

弱音が吐ける「助けて」と言うことが大切である。

大人でも疲れたとか困ったなと言うそういうものをいえ

る環境がないとそうそう人間命を張って生きている訳に

はいきません。
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日時：平成２８年８月１０日㈬は

　　　暑気払い移動例会です。

場所：焼肉ニュー桜苑

小林　勇次／秦　琢二／沼田　直輝
クラブ
会　報
委員会

特に子どもに関して言えば困ったとか誰かに助けてほし

いとか、そういうものをいえる環境が必要なのかなとよ

うやくそういうところは少しずつスクールソーシャルワ

ーカーと教育の分野と福祉的な分野の専門家が配置され

るような巡回されるような形にようやくなってきました

がまだまだ足らないですね。子どもが困っているのは実

は学校で困っているんですが、学校のことで困っている

と言うよりは福祉的なことで困っていることがおおいで

す。

学校の専門家でなく福祉の専門家がそれにあたるのがい

いのではないかなと思っています。

存在が希薄な子どもたちは存在を伝えたくてわざわざ問

題行動を起こします。

誰も気づいていない、空気のような存在で消えてしまい

たいと言うような子どもたちはひきこもりにつながるこ

ともありますし原因となることもあります。私なんかい

なくても関係ないんだ、学校でもクラスにいてもいなく

てもいいし、指されもしないし、はっぱをかけてもなか

なか難しい、存在の希薄な子どもたちにどうやって存在

感を持ちえるか、学校で困り感の強い子たちは子どもに

とっては困ったことだねという言い方をしますが、本当

は子どもの方が困っているんです。それに気づいてあげ

られない大人が多くはないというところに大人たちの気

づきの問題があるんだと思います。

そして何よりも大切なことは、この国の未来を担うのは

子どもたちで間違いないです。

世の中絶対という言葉はいくつもないです。世の中で絶

対ということは１００％死ぬことです。

これはだれでも１００％死ぬんです。ですから、死んで、

生きて、死んで、生きて国というものは世代交代をして

いく、この国の次の世代は子どもたち、孫たちがやはり

この国の未来を担う子どもたちが生み育てること国民的

コンセンサスが大切なんだろうな。

このまま行けば統計的には日本は消滅すると知っていま

すよね。ですからそういうことが統計的にならないよう

にしていかなければならない。馬鹿の壁を書かれた養老

孟司さんが言っていました。

大切にしたいものが減っていく、大切なものを大切にし

ない者が増えてる。

自然の小動物でも人間でもいえることです。同じ動物で

すから、大切にしていかなければいけない。

子どもたちが大切にされているのを自覚をもった形が必

要なのかなと思います。

どういう形に子どもたちが育っていってどういう問題が

形態化しているかについて、こういう卓話という機会を

通じながら少しでも関心を持っていただければ幸いだと

思います。

ありがとうございました。

謝　辞　　　　　　　　　　　　　　　牛山　裕子会長

青山様、どうもありがとうございました。
本日私共のクラブの今年度第１回の卓話でございました
が非常にインパクトがあり私共の
青少年奉仕、社会奉仕、職業奉仕の原点をいただいたよ
うで本当に私たちの活動に参考にさせていただけます。
今後ともどうぞ宜しくお願いします。
ありがとうございます。

●点　鐘　　牛山　裕子会長

野中会長様、横田幹事様、谷川様今までおつきあいくだ
さいましてありがとうございました。
それでは点鐘閉会いたします。


